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第 13回大阪府新型コロナウイルス対策本部会議 議事概要 
 

○と き：令和２年４月 22日（水曜日）17時 30分から 18時 30分まで 
○ところ：本館５階 正庁の間 
○出席者：吉村知事・田中副知事・山野副知事・山口副知事・副⾸都推進局⻑・危機管理監・政策企

画部⻑・報道監・総務部⻑・財務部⻑・スマートシティ戦略部⻑・府⺠⽂化部⻑・IR推進
局⻑・福祉部⻑・健康医療部⻑・商⼯労働部⻑・環境農林⽔産部⻑・都市整備部⻑・住宅
まちづくり部⻑・教育⻑・府警本部警備部⻑・⼤阪健康安全基盤研究所公衆衛⽣部⻑・大
阪市健康局首席医務監 

 
【会議資料】 

 会議次第 
 資料１−１ 
 資料１−２ 
 資料１−３ 
 資料１−４ 
 資料１−５ 
 資料１−６ 
 資料２−１ 
 資料２−２ 
 資料２−３ 
 資料２−４ 
 資料３−１ 
 資料３−２ 
 

【知事】 
・緊急事態宣言が出されて２週間が経過しました。この間、⼤阪府の⺠間の皆さんに休業要請のお願
いを申しました。 
・そして本日、記者会見において、大型の 4,000 億円の補正予算というのも発表したところです。こ
の間、府⺠の皆さん、事業者の皆さんに本当にご不便をおかけする中、様々ご協⼒をいただいてい
るところです。 
・５月 6日まで緊急事態宣言の、この期限を国として決めたわけですから、何とかこの５月６日まで、
残りの後半２週間、さらに一致団結をして、このコロナの収束、押さえ込みということを、実現し
たいと思いますので皆さんよろしくお願いします。 
・またそんな中、感染者数を見ましても、新たに大阪で院内感染が、大きなクラスターが発生すると
いうことも起きました。新たな課題にも対応しつつ、全体の感染者を何とか抑えていく、そしてそ
のために、我々が様々な施策等で府⺠の皆さんをできるだけ支えていくということをしっかりやっ
ていきたいと思いますんでどうぞよろしくお願いします。 

 
※資料１−１に基づいて、健康医療部⻑より説明。 
資料１−２に基づいて、健康医療部⻑より説明。 
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資料１−３に基づいて、健康医療部⻑より説明。 
資料１−４に基づいて、スマートシティ戦略部⻑より説明。 
資料１−５に基づいて、健康医療部⻑より説明。 
資料１−６に基づいて、危機管理監より説明。 

 
【知事】 
・資料１−２の医療用物資の確保についてです。 
・これについては、松井市⻑からかっぱの呼びかけもあって、30万着、多くの寄付をいただいて、本
当に感謝の意を申し上げたいと思います。それだけ、一方で医療物資がやはり不足してるんじゃな
いかという府⺠の皆さんの心配も大きいだろうというふうに思ってますので、ちょっと確認してお
く必要があるかなと思います。 
・まず今回、必要これでいくと必要数は、Ｎ95、防護服、それからフェイスシールド、１ヶ月約 30
万枚必要で、当面２ヶ月で 60万ですけど、この当面２ヶ月、５月、６月分までは、確保できている
という理解ですよね。 

 
【健康医療部⻑】 
はい。当面２ヶ月分の確保の見通しが、立ったということでございます。 
 

【知事】 
・防護服の 67万枚でいくと、ここには代用の朝野先生監修で購入したポンチョ 28万枚と、あとはそ
の 30万枚、ご寄付でいただいた分とは別です。 

 
【健康医療部⻑】 
・はい。別で防護服そのものの確保の見通しが立ったということでございます。 
 

【知事】 
・これが必要とするのは、病院としてはコロナの対策治療をやってる、接触外来 56病院ですね。 
 

【健康医療部⻑】 
・そうです。56の中でも、この上のＮ95からフェイスシールド、防護服というのは、基本的には重症
の患者さんもしくは、検体採取のときに使っていただく防御体制となりますので、そういった医療
機関に重点的に配分することになります。 

 
【知事】 
・医療機関の現場では、なかなか今まで届いてないという声も多かったですから、順次スピード感を
持って配布していってもらいたいと思います。 
・ちょっと確認なんですけど、一方で、これまで僕も４月 15 日に発信をして、いろんな事業者から、
こういった医療物資を販売できるよという提案もあって、それが 100社、相談が 500社か、今 100
社ぐらいあるんですかね。 

 
【健康医療部⻑】 
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・はい。お申し出自身は、もう 500に上るお申し出をいろいろアプローチいただきまして、その中で
具体的に商品等のヒアリングをさせていただいたのが、170前後になります。 
・今回発注をさせていただいたのが、あの数十社ということで発注をさせていただいております。 
 

【知事】 
・これは、新規にこれが新しく、新規受付は一旦見合わせるっていうことですけど、今までのその事
業者、連絡やりとりしている事業者で、十分確保できるという理解でいいんですか。 

 
【健康医療部⻑】 
・そうですね。お申し出いただいてやりとりをさせていただいている事業者さんだけで、170 社ほど
あるということで、もし今見込みの、例えば商品の確保が滞った場合には、その中から次の発注を
かけていくということになります。 

 
【知事】 
・ソフトバンクの孫会⻑と僕直接、ネット上でやりとりしたんですけど、ソフトバンクも入ってるん
ですか。そこには。 

 
【健康医療部⻑】 
・はい。今、個別に発注のところまではまだ調整が進んでないんですけども、お申し出をいただいて、
個別に条件の交渉をさせていただいてる、あの事業者の中に入っております。 

 
【知事】 
・あと、そのお申し出があった場合は、今後は病院支援向けのホームページに掲載ということは、つ
まりそのそれぞれの個別の病院に紹介をして、大阪府がいったん取得をして配るという、それぞれ
の個別の病院に紹介するというような形。 

 
【健康医療部⻑】 
・基本は、医療物資はあの各病院で確保していただくっていうのが、本来は本来の姿だと思うんです
よね。 

・大阪府から支援させていただくのは、やっぱ物資が滞った緊急支援という形で、大阪府として 30万、
60 万を確保して支援させていただく、で企業からのお申し出があった部分は、病院にご紹介させて
いただいて、病院と直接やりとりをしていただいて、各病院で必要分を確保していただくというこ
とができるんじゃないかと思っています。 

 
【知事】 
・ここで言う病院支援向けの、紹介する病院っていうのは、56病院以外の大阪府の多くの病院を含む
んですか、それともコロナ対応している 56病院に限ってるんですか。 

 
【健康医療部⻑】 
・現時点では、コロナ受け入れ病院に支援サイトというものを立ち上げておりまして、そこにいろい
ろな支援メニューを載せているんですけども、あのコロナの受け入れ病院以外への支援につきまし
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ては、各団体を通じて周知を図っていきたいと思っています。 
・例えば、病院協会であったりとか、医師会等を通じた周知になると思います。 
 

【知事】 
・例えば、昨⽇は池⽥市⻑なんかが、ちょっと防護服が足りないので、雨がっぱの募集しますってい
う呼びかけして、松井市⻑がうちがあるから、どんどん渡すよって話のやりとりされたりとかして
たけど、そこでいう病院っていうのは、コロナ専門病院のことなのか、いわゆる病院全般の事なの
か、病院全般に必要になってくるんだったら、例えばこっちであるポンチョとか、そういったもの
をどんどん回していったらいいと思うんですけど、必要としているのはコロナ専門病院以外にも、
防護服とかそういうのやっぱり必要とされてるわけなんですか。 

 
【健康医療部⻑】 
・基本的には、コロナ対策としては、コロナ受け入れ病院、あの患者さんを受け入れる病院、もしく
は帰国者接触者外来に限定はされると思うんですが、例えば今回院内感染を起こされている病院で
あるとか、コロナの陽性患者と思わずに、疑似症の患者がたまたま治療に来られたケースというの
が考えられております。 
・最低枚数を、備蓄されるということは必要だと思いますので、それは団体を通じて必要なご紹介で
あるとか、必要な支給はしていきたいと思っています。 

 
【知事】 
・別のニュースでは、豊中市の学校の皆さんが、手作りで防護服を作ってたと、足りない部分を出す
っていう話でしたから、それぞれの市町村で、防護服がどんだけ足りないかっていう、どんな状況
になってる、ちゃんと把握できてるんですか。 

 
【健康医療部⻑】 
・コロナ患者さんの受け入れ病院の需給状況は全部確認をしておるんですが、各病院全体でこういう
防護服関係、医療物資全体の過不足状況がどうなのかっていうことについては、十分把握ができて
いません。 

 
【知事】 
・そのあたり、コロナの専門病院としてどうしてもやってくれてるとこの必要枚数で医療物資も不足
する中で、確保できたっていうのはわかるんですけど、じゃあ朝野先生の監修の防護服の代用にな
るポンチョ 30万枚とかは、これでいくと外数なので、そういった他の医療機関に、コロナをやって
ないとしても不足してるのが、全般だとすれば、何かこう回していったりすべきじゃないのかなと
思うんですけど、そのあたりどうなんですか。各自で確保せよということになりますか。 

 
【健康医療部⻑】 
・そうですね。まずですね、実はこの４月中に病院に配布と、先週までに緊急配布したものと、病院
に対する配布がようやくできだしたのが、先週末からでございます。重点病院にまず、先週、今週、
今月末、必要なところに、緊急配布を行いまして、その時点で行き渡り状況を見て、一般病院にも
支援が必要かどうかっていうのは様々な意見を聞いてまいります。 
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【知事】 
・あと、検査体制については、やはり検査をする機関で 900検体検査できると、頑張ってやってもら
った数としても、今多くても 400 件、500 件なので、おそらくその不足しているのは、検査を採取
するお医者さんなんじゃないのかなと思うんですけど、それはそう、その理解でいいんですか。 

 
【健康医療部⻑】 
・検体を現在採っていただいている帰国者・接触者外来というのは、入院患者も受けていただいてい
る医療機関と重なっていることが多いです。 
・そういう意味では、医療従事者の方にかかる負荷というのを、できるだけ軽くするためにも、検体
採取に特化した検査後の充実というのは大変重要だと思います。 

 
【知事】 
・ドライブスルー方式での導入というのを明日から始めるということですが、ここは大阪府医師会の
協力も得て実現したということなのだと思うのですけど、引き続き最初は初めてのことなので慎重
に進めながらも、やはり検査体制が拡大していく必要があると思いますので、また引き続いて大阪
府医師会との協議というか、協力は是非、お願いしますということは引き続きよろしくお願いしま
す。 
・それから、このスマートシティでやってくれた、早速部局ができて、できたばっかりなのにこのコ
ロナウイルス対応で、しかもここに新たな施策をどんどん打ち込んでもらって本当にありがとうご
ざいます。 
・今回のこの例えば健康観察をオンライン化するというのは、本当に保健所にとってものすごく負担
だったところが、かなり負担軽減を図れると思います。 
・入院調整で、どのぐらい病院が空いているかというのを一覧化して共有もできるというのは、ある
意味非常に仕事が多くて逼迫している保健所にとっては、ものすごく大きなことだと思いますし、
実際その現場からもそういう声を聞いています。 
・なので、これは多分大阪だけじゃなくて、いろんな全国各地でも同じような現象が起きていると思
うので、保健所の人員というのもどんどん補強していますけども、限りもあると思いますから。あ
る意味、いろいろ市町村と共有ということですけども、ただ関⻄の⾊んな他府県とかどんどん広げ
ていけば、他府県の保健所業務もものすごく軽減されるから、いいんじゃないかなと思うのですけ
ど、その辺りはどうなのですか。 

 
【スマートシティ戦略部⻑】 
・既に他の自治体さんからも問い合わせご相談が来ております。 
・この医療崩壊を防ぐために、この患者さんも振り分けていくという大阪方式を同様の方式を取られ
る自治体さんには、このシステムをそのままご利用いただけるというふうに思っていますので、そ
ういうお声があれば是非、積極的にお応えしていきたいと思います。 
・それと、あと追加で、先ほどの医療資材がどれだけ行き渡っているかというようなお話がございま
したけども、これちょっと私の部で引き取りまして、このシステムでコロナ患者さんが入院してお
られる病院だけにはなるのですけども、このシステムに追加的に入力項目を追加しまして、医療資
材のマスクや防護服の行き渡り状況、不足状況というのも、これ病院のネットワークにもなってい
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ますので、ちょっとそういう工夫をこのシステムに追加したいというふうに思っています。 
 

【知事】 
・それは、是非お願いします。これまでもそれぞれの病院がどのぐらい不足しているのかというのを
聞き取りをしながら、それがリアルタイムではなかなか分からなくて、数日経てば状況が変わると
いうようなことも続いていく。 
・これは、かなりの健康医療部の負担にもなっていたし、僕自身も把握することもなかなか困難な状
況になっていたので、リアルタイムでどのぐらい足りていないのか、どれぐらいいけるのかという
のを、このコロナの対応している病院の中で、把握できるというのはものすごく大きな前進なので、
是非そこはちょっとスマートシティ部で進めてもらいたいと思いますので、よろしくお願いします。
そういうことできるのですかね、実際。 

 
【スマートシティ戦略部⻑】 
・はい。承知しました。 
 

【知事】 
・では、よろしくお願いします。 
・医療従事者の支援で、先ほど定例会見で特殊勤務手当と応援金の話をさせてもらいましたが、宿泊
場所の確保ということで、アパホテルについては、既に陽性の方が軽症者を受け入れるということ
で 800室のホテルの部屋数があります。 
・一方で 800室もあるので、グリーンゾーンとレッドゾーンを分けられると思いますから、直ぐにこ
の 800 室が陽性者で全部埋まる訳は当然ないので、そういう意味で、医療従事者の無料宿泊施設と
して非常に有意義じゃないかなと思っていますが、何室ぐらいあるのですかね。確保しているとこ
があるのですか。 

 
【危機管理監】 
・現時点で５つのフロア、150室を確保する予定です。 
 

【知事】 
・５フロアで 150室確保ということですけども、これは大阪市の非常に便利なところにありますが、
その医療場所からここに行くまでの移動の手段、ここもタクシー会社とか、色々応援してくれると
こあると思うので、公共交通機関を使ってそこまで行くのも大変だと思いますから。ただ医療場所
からここまでのアクセスの仕方というのも、急ぎ検討してもらいたいと思いますので、そこはよろ
しくお願いします。 

 
【危機管理監】 
・はい。 
・一部のタクシー事業者が、協力するということを表明されているというような報道もありますので
そういう情報を集めて足の確保、できるだけ努力していきたいと思います。 

 
※資料２−１に基づいて、危機管理監より説明。 
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資料２−２に基づいて、商⼯労働部⻑より説明。 
資料２−３に基づいて、危機管理監より説明。 

 
【知事】 
・資料２−３の施設の使用制限の実効性確保についてですが。 
・まず公表を伴う施設の使用制限の要請、これは、法律に基づくものになります。これは、行政指導
ということになるので、やはり慎重に行う必要があるだろうというふうに思っています。 
・ただ、感染拡大防止の観点から、だからやらないということではなくて、必要があれば当然やって
いくというような我々の基本スタンスということで進めていきたいと思います。 
・その中で専門家の意見を聞くと、感染拡大防止のための最終的な措置なので、それに基づく条文で
もありますから、そこは非常に重要だと思いますが、専門家の意見としても、この収容能力の大き
な施設というのは、ウイルスの蔓延に繋がる蓋然性が高いという意見ということでいいですかね。
業態としては、大型パチンコ店なんかが該当してくると思うのですけれども、そういう理解でよろ
しいですか。 

 
【危機管理監】 
・そういう収納の高い施設に強い要請をしていくことは、適切であるというような意見でございます。 
 

【知事】 
・あとは、やはり任意の協力をお願いするというのが、29条の要請はしていますが、45条２項の前に
様々な協力をお願いする努力というのが非常に重要になってくると思うので、電話でのやりとりと
か文書とかありますけど、ここで様々な意見も出てくると思いますが、電話での話で納得いただけ
れば、それは休業するということになると思うので、そこは粘り強くやりながら、ただどうしても
そういうのが全く無理というのはたくさんあると思いますから、そこについては感染拡大防止の観
点から、専門家の意見も聞いて、45 条２項に基づく法の要請、そして公表というのをやっていきた
いと思います。 
・国との協議も必要ということなので、しっかり国と協議して、必要性なんかも判断した上で、最後
は僕が判断しますけれども、国との協議、それから専門家の意見というのを踏まえて、あとは実務
方としてできる限りの現場の努力をした上でということで進めていきたいと思いますのでよろしく
お願いします。 
・あとは、これ１回電話するということで、電話でどんな対応が、現地確認をして、電話をして、休
業をお願いしますよということをこちらから言うことになると思うのですけど、それに対してどん
な対応があったりするのですか。様々だと思うのですけど。 

 
【危機管理監】 
・本社のしかるべき人に伝えますであるとか、あるいは現在金融機関とその資金繰りについて協議し
ているので、それまで待って欲しいとか、あるいはもう営業を続けないとやっていけないので、も
う営業は続けますと言い切っている方とか、あるいはもう極端な場合は、大阪府ですというふうに
お伝えした途端に電話を切られているようなケースも出てきているというふうに報告を受けていま
す。 
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※資料２−４に基づいて、総務部⻑より説明。 
資料３−１に基づいて、環境農林⽔産部⻑より説明。 

 
【知事】 
・人員体制ですけれども、緊急事態ということで、それぞれの部局においてコロナ対策業務を優先し、
そして人員配置を大きく変えているということで、皆さんご協力に感謝します。引き続きさらに、
体制を強化していきたいと思うのでよろしくお願いします。 
・今後の大きな体制の強化の一つのポイントとして、４月 27日府議会の議決、ご議決をいただければ
ですが、中小企業それから個人事業主の皆さんに対する大阪府独自の施策として 100万円、50万円
の支給。支給というか、お渡しする。これをスピード感を持って進める必要があります。 
・この間、できれば金融機関に外注でできないかということを様々な金融機関と交渉もしましたが、
金融機関も今、非常に融資の相談でいつも以上に忙しいということで、それはお金の問題ではなく
て、人員的に金融機関も難しいということですから、これは自前でやるという判断をしました。 
・大阪産業局が一つ得意分野ですから、大阪産業局とそれから大阪府の職員がやって、そして受付け
てやるということになります。 
・ウェブ等で受付けをするので、まずウェブ受付けについては、スマートシティ戦略部で雛形を作っ
てもらえるということですから、そこはよろしくお願いします。できるだけスピード感を持って、
簡略化できる仕組みの協力をＩＣＴからよろしくお願いしたいと思います。 
・併せて、当然、審査業務を伴いますので、大量の人員が必要になります。ここは、もうスピード感
が命ですから、ここに対する人員の投入ということについては、これは思い切って投入を是非して
もらいたいと思うのでよろしくお願いします。 
・判断に迷う事があったら僕が判断しますから、すぐ上げてもらえたらと思います。府⺠の事業者の
皆様、非常にこちらの休業要請をかけている訳なので、それに応じていただいている事業者も大変
しんどい状況なので、できるだけ早く届けるためにも、是非そこは人員体制の今後新たに生じると
ころで、一番大きいところかなと思うのでよろしくお願いします。 
・それぞれの保健所等の体制を新たにチームを作って投入してるとこなので、医療体制は引き続き支
援を当然していくとしても、それとは違う新たなとこで大きく人員が必要なになるのはここである
と思いますから、ここにはどんどん人員を投入して、できるだけ早く審査をして、その支援してい
くということをよろしくお願いします。 
・それから、この３密を避ける大阪府の取り組みはよく分かったのですけれども、今スーパー・商店
街で、やはり買い物で非常にたくさん人がきているという情報も受けています。色々僕もテレビ番
組に出ても色んな質問を受ける時あるのですけど、そういう質問も非常にやっぱり多いし、現実に
そういう色んな話も聞き、現場の話も見聞きをしています。 
・なので、この間、それぞれのスーパーに対して、協会に色んな店、限られますがライフとかイズミ
ヤとか色々大手は限られるので、そこに要請かけたところですけど、更に強いお願いをする必要が
あるだろうと、人員いわゆる人数制限等の入場制限等のお願い等もする必要がある状況になってい
るのじゃないかと思います。 
・なので、そのルール作りをできるだけ、これはどこの部が担当することになるのかな。危機管理は
担当してもらえるのかな。やってもらって、できるだけ早い段階で、事業者にはお願いをしたいと
思いますので、その辺りはどうですか。 
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【危機管理監】 
・本日の政府の専門家会議でも、スーパー、それから商店街対策、商店街に対する対策が必要だとい
う意見が出されたように聞いております。それを踏まえて、政府の方でも、具体の対策を考えると
いうふうに聞いておりますので、その政府の対策と連携しながら、今まで以上にちょっと強い具体
的な要請を考えていきたいと思います。 

 
【事務局】 
・それでは本日予定の議題は以上でございます。全体を通じてご発言よろしくお願いいたします。 
 

【知事】 
・緊急事態宣言が出されて、２週間ということで本日も様々な方針を決定いたしました。何とか府庁
を挙げて、コロナ対策に取り組んで、府⺠の皆さんの命を守るということを最優先にやっていきた
いと思いますし、５月６日以降、できるだけ日常生活を取り戻せるようにしていくためには、やっ
ぱり今が重要だと思いますので、全庁挙げて対策をしていきたいと思いますからよろしくお願いし
ます。 
・また、教育⻑におかれては、５月６日以降学校の人数が感染者数の経緯を見た上でですけれども、
学校の再開ということも、人数が減ってくれば考えていくと、徐々にやっていくということになる
と思うので、その辺りの学力の遅れというのもやっぱり出てきていると思いますから、そこの準備
等々もよろしくお願いします。 
・徐々にというか、だから今後の２週間の推移を見ないと、再開するとかしないとか、特に今の中で
は言えないですけど、色んな場合を想定して、シミュレーションの検討だけはしておいてもらいた
いと思いますので、よろしくお願いします。 

 
【教育⻑】 
・はい、分かりました。 


